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   ★2022年の輸入数量は過去10年間で最多、前年比56％増、輸入金額は前年比80％増！    

   ★東京港が輸入数量、金額ともに27年連続全国シェアトップ！ 

   ★フィリピン、中国からの輸入が全体の約8割を占める！ 

特集 

 駅や会社、商業施設など日本全国で目にする自動販売機。

近頃は、飲料だけでなく食品や日用品、食券など様々な商品が

販売されており、私たちの生活になくてはならない存在となって

います。 

 このように、広く普及している自動販売機ですが、海外から輸

入されているものは、実はあまり多くありません。 

 しかしながら、近年の自動販売機の輸入数量の推移を見ると

（右図1）、特に飲料用を除く自動販売機の輸入数量の増加が

顕著となっています。 

 そこで、今回の特集では、私たちの生活の一部となっている自

動販売機の輸入動向についてご紹介します。 
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（図1）自動販売機の輸入数量の推移    

 本特集の「自動販売機」は、以下の輸入統計品目番号に属する品目です。（1996年以降現在まで適用） 

 第84.76項 物品の自動販売機（例えば、郵便切手用、たばこ用、食料品用又は飲料用のもの。両替機を含む。） 

  飲料の自動販売機 

    8476.21-000 加熱装置又は冷却装置を自蔵するもの 

    8476.29-000 その他のもの 

  その他の自動販売機 

    8476.81-000 加熱装置又は冷却装置を自蔵するもの 

    8476.89-000 その他のもの                      ※2022年分は確々報値、2023年9月分は9桁速報値です。 
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（図2）自動販売機の普及台数シェア（2022年12月末現在） 

  一般社団法人日本自動販売システム機械工業会が公表している「自動販売機普及台数（2022年版）」

によると、左図2のとおり、自動販売機の国内普及台数は約268万台で、飲料用（約224万台）のシェアが約

84％となっています。続いて、日用品雑貨（約20万台）のシェアが7.5％、たばこ（約9万台）のシェアが3.4％

となっています。 

 自動販売機（以下「自販機」という。）は屋外にも多く設置されていますが、これは欧米各国ではあまり見ら

れない光景のようで、治安のよい日本ならではだそうです。盗難の心配が少ないから、屋外も含めこれほど多

く普及したのかもしれません。 

自動販売機の普及状況 

 また、前頁で、海外から輸入されている自販機はあまり多くないと記載しましたが、実際はどれくらいの差な

のでしょうか。以下の表1は、経済産業省機械統計年報から、2011年から2020年までの国内の自販機の生

産数量及び金額を、財務省普通貿易統計から同年の輸入数量及び金額を抽出した表となります。2020年

を見ると国内生産数量は約20万台、輸入数量は約7万台ですので、数量ベースでは3倍くらいの差がありま

す。金額ベースだと更に差が開きます。 

 自販機の輸入が少ない現状について業界では、国内の大手自販機メーカーが国内設置分の自販機の製

造を担ってきており、自販機を海外工場で製造することはあっても、あくまで現地向けであり、それを日本へ輸

入することは稀であるとの認識でした。 

 では、このような背景にあっても近年増加している輸入自販機の動向を次頁から見ていきます。 

（表1）自動販売機の生産と輸入の台数・金額の比較 

 （出典）一般社団法人日本自動販売システム機械工業会 

                    「自動販売機普及台数（2022年版）」 

【補足】 

経済産業省機械統計年報と財務省貿易統

計は、それぞれの方法で統計データを作成

していますので、「自動販売機」に含まれるも

のの範囲が異なる可能性があります。 

生産数量及び金額については、機械統計年

報の「19.自動販売機、自動改札機・自動入

場機及び業務用洗濯機」のなかの「（1～4）

自動販売機」の数を集計しています。 

（（1）飲料用、（2）たばこ、（3）切符、（4）そ

の他の自動販売機） 
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 右図3、4は、全国及び東京税関管内の自販機の年別輸入動

向です。2011年、2012年を除き、2008年から現在まで東京税

関管内（ほぼ東京港）での輸入が過半数を占めています。全国の

輸入数量は、2018年を境に、減少傾向から増加傾向に転じてお

り、2022年は輸入数量が141,728台で前年比約56％増、金額

が38億48百万円で同約80％増となりました。 

 急激な伸びを示している輸入数量に対して輸入金額は緩やか

な増加となっており、2014年のピーク額に達していません。これ

は、2017年頃までは飲料用の自販機の輸入も多く、その分金額

が押し上げられていたことが理由であると考えられます。 

 また、ここ数年の輸入数量の増加には、2024年7月に発行が

予定される新紙幣への対応の影響がないかどうかを業界に確認

したところ、新紙幣対応のために古くなった自販機を丸ごと入れ

替えるケースは少なからずあるが、それよりは紙幣を判別する機

械又はプログラムだけを入れ替えるパターンの方が多いとのこと

で、国内製造台数への影響はそれほど大きいものではなく、輸入

数量への影響も同様ではないかとのことです。 
  

 では、最近輸入されている自販機にはどのようなものがあるので

しょうか。飲料用の自販機では、豆を挽いて淹れたてのコーヒーを

販売する自販機や、搾りたてのフルーツジュースを販売する自販

機などがあります。また、飲料用以外の自販機では、カプセルトイ

の自販機や、トレーディングカードの自販機、麺類を温めてすぐに

食べられる状態で提供する自販機、レンタル機器の自販機など

様々な種類の自販機が輸入されています。 

 中でも、駅やショッピングモールなどの一画だけでなく、最近は

専門店も増えているカプセルトイ自販機について次頁で少しご紹

介します。 

（図4）自動販売機の年別輸入金額の推移（全国、東京税関管内）          
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コラム１ 急成長するカプセルトイ市場 

 海外から輸入されている自販機のなかで、最近よく見かけるようになった

な、と思うものの一つにカプセルトイの自販機があるのではないでしょうか。カ

プセルトイ専門店が増加していることからも、人気が急上昇していることが伺

えます。 

 一般社団法人日本玩具協会が毎年発表している国内玩具市場規模によ

ると、2022年度のカプセルトイ市場は、前年度比35.6％増の610億円となっ

たそうです。2013年度は278億円でしたので、10年間で約2.2倍に増加して

います。 

 全国のカプセルトイ自販機の設置台数は、推定60万台強になる（注１) そうで

す。今や、カプセルトイは子どもから大人まで幅広い年代をターゲットにしてい

ます。20～60歳の大人を対象としたアンケート調査で、購入するカプセルト

イ1個あたりの価格帯は700円以上と回答した人が8.2％いることがわかりま

した。高価格のカプセルトイは、特にクオリティの高さに魅力を感じている大人

に受け入れられている(注２)ようです。 

 今後もどんなカプセルトイに巡り合えるのか、楽しみですね。 

(注１)小野尾勝彦(2023) 『ガチャガチャの経済学』、プレジデント社、p18 

(注２)株式会社ハピネット、カプセルトイの大人需要実態調査、2023.1.25 

(注３)小野尾勝彦(2023) 『ガチャガチャの経済学』、プレジデント社、p142-143 

(注４)小野尾勝彦(2023) 『ガチャガチャの経済学』、プレジデント社、p150-152 

 カプセルトイの市場規模  最新のカプセルトイの事情 

キャッシュレス化 
 駅にある飲料の自販機などでよく見かけるキャッシュレスの自販機が、カプ

セルトイ自販機にも登場しています。コイン式は100円単位で価格設定する

必要がありますが、キャッシュレスであれば自由に価格設定ができることや、

両替不要になるなどのメリットがある(注３)そうです。 

カプセルトイの海外進出 
 カプセルトイ自販機は元々アメリカで生まれ、アメリカでは今でも子ども向け

の玩具が主流のようです。日本ではカプセルトイ自販機で100円硬貨や500

円硬貨が使用できますが、アメリカでよく使われるのは25セント硬貨であるた

め、カプセルトイ1つあたり300円くらいが主流となっている日本と違い、アメリ

カでは今でも25セントか50セントが主流となっており、結果、高品質なものを

作るのは難しいのだそうです。しかしながら、上記のキャッシュレス化の進展

によって、コインの問題が解消されるとともに、訪日外国人旅行者によってカ

プセルトイ人気が広まれば、日本式カプセルトイの海外進出は世界各国で今

後さらに進む(注４)かもしれません。 
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国（地域）別輸入動向 

左図は、国（地域）別シェアの推移（図5：輸入数量、図6：輸入金額）です。統

計が確認できる1996年は、数量ベースでは台湾、金額ベースでは米国のシェア

が大きかったものの、次第に国（地域）は入れ替わり、直近の2022年は中国、

フィリピン、ベトナムのシェアが大きいことがわかります。図5の輸入数量シェアと図

6の輸入金額シェアを比べると、特にインドネシアの金額シェアが数量シェアに比

べて大きい時期が長く続いていることがわかりますが、インドネシアからは比較的

単価の高い飲料用の自販機が輸入されていたことから、金額シェアで過半数を

占める年がしばらく続く結果となりました。 

（図5）国（地域）別シェア（輸入数量）    

（図6）国（地域）別シェア（輸入金額）    

生花やケーキなどを販売しているロッ

カー型の自販機を知っていますか？こち

らのロッカー型自販機は、羽田空港第3

ターミナル内で見つけた「免税販売自販

機」です。 

外国人旅行者が免税品を購入する

際に必要なパスポートによる本人確認や

免税購入手続きをこの自販機で行うこと

で、あらかじめネットで予約しておいた免

税品をロッカーから取り出し、受け取るこ

とができます。 

インバウンド需要の回復が見込まれる

中、人手不足対策としても、旅行者の利

便性向上にも一役買っています。 

 

 こんな自動販売機もあります！ 
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港別輸入動向 

（図7）港別構成比（2022年）    

 下図7を見ると、2022年の港別輸入実績は、輸入数量及び金額ともに1位は東

京港、2位は横浜港となっており、これら首都圏の2港で全体の約9割を占めてい

ます。 

首都圏に所在する企業が多いことや、一大消費地に近いことから、東京港や横

浜港での輸入が大きくなっているそうです。 

おわりに 

 自販機市場の今後の見通しについて、業界は、自販機の普及台数は、保

守管理を担う人手不足やコンビニ店舗の増加により緩やかに減少しています

が、今後も同様の傾向が続くものと見ています。一方で、コロナ禍において自

販機の持つ非対面の特性が見直されたことで、今まで取り扱ってこなかった

商品の取り扱いが増加する等、自販機の活用が多様化し、新たな可能性が

広がっていくのではないかと見ています。  



 自動販売機の歴史  省エネ技術が詰まってます！ 

コラム2 知らなかった！自動販売機のこと 
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 世界初の自販機は、なんと紀元前215年頃にエジプトの寺院に置かれた

聖水の自販機なんだそうです。この自販機は、てこの原理を応用したもの

で、投入された硬貨の重みで内部の受け皿が傾き、その傾きが元に戻るま

で弁が開いて聖水が出てくるという仕組みだったそうです。 

 想像をはるかに超えた歴史ある機械だったのですね！ 

 

 対して、日本初の自販機はというと、聖水の自販機から実に2000年以上

後の明治21年（1888年）に、俵谷高七（たわらやたかしち）が考案したたばこ

などの箱入り商品を販売する自販機だったそうです。残念ながらこの自販機

は現存していませんが、同じく俵谷高七が明治37年（1904年）に制作した

「自動郵便切手葉書売下機」は現在でも東京の郵政博物館に所蔵されてい

ます。 

 業界では、1991年から現在まで、継続して省エネ対策に取り組んでいます。

1991年から2012年までの約20年間で消費電力量をなんと70％以上削減し、

現在も継続して低減しています。このような大幅な削減ができた裏には、様々な

技術開発がありました。 
 

その１ ゾーンクーリング 

     商品を収納するスペース全体を冷やすのではなく、もうすぐ売れていく 

     商品だけを冷やすことで消費電力量を減らす機能。最近はほとんどの 

     缶・ボトル飲料自販機に搭載済みです。 

その２ 照明の自動点滅・減光 

     明るさ感知センサーで自動的に照明を点灯・消灯します。また、照明 

     自体もインバーターによって減光し、消費電力量を抑えます。 

その３ 学習省エネ 

     自販機に内蔵されたマイコンが売行きデータなどを分析し、その結果 

     をゾーンクーリングなどに生かす仕組みです。 

その４ 真空断熱材の採用 

     庫内の冷たさや温かさを逃がさないよう、保温効果の高い真空断熱 

     材が最近の飲料自販機には使われるようになりました。 

その５ ヒートポンプ 

     庫内の冷却装置から出る熱を再利用し、ホット商品を温めます。この 

     方式により、消費電力量が大幅に低減されます。 

（出典）一般社団法人日本自動販売システム機械工業会ホームページ 

自動郵便切手葉書売下機（郵政博物館蔵） 
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【資料編】 

自動販売機の輸入   

（表２）年別輸入数量の推移（全国） 
（表３） 

年別輸入数量の推移（東京税関管内） 

（表４） 

年別輸入金額の推移（東京税関管内） 
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【資料編（つづき）】 

（表５）国（地域）別輸入数量の推移 （表６）国（地域）別輸入金額の推移 



本資料を引用する場合、東京税関の資料による旨を注記して下さい。 

 

本資料に関するお問合せは以下へお願いします。 

東京税関 調査部 調査統計課 TEL：050-5533-6995 
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取材協力：一般社団法人日本自動販売システム機械工業会   

（表８）港別輸入金額の推移 （表７）港別輸入数量の推移 

【資料編（つづき）】 

自動販売機の輸入   

〒144-8616 東京都大田区羽田空港2-6-3 羽田税関支署貨物合同庁舎 

東京税関 

http://www.customs.go.jp/tokyo/ 

貿易統計の数値はインターネットでも検索できます。 

 財務省貿易統計 検索 

（台） （千円） 


